
 

 

別紙１ 

2026 年５月 

民放連営業委員会 

 

放送確認書のイレギュラー時における広告会社への提出書類について 

 

１．広告主名・広告会社名・発行年月日の誤記 

→訂正発行した放送確認書および理由書 

※ 「放送確認書発行ルール」に明記しているとおり、放送確認書を訂正発行、再発行す

る場合は、一度発行した放送確認書と識別できる「訂正発行」「再発行」の識別マーク

を付与する（以下、留意事項１）。 

※ 「放送確認書発行ルール」には明記していないが、理由書や別紙は、▽広告会社宛、

広告主宛の２通、▽放送確認書と同様に宛先を併記した１通――のいずれかを用意し、

それぞれに発行責任者（または同等以上の職責を持つ方、または社判）の押印をしたう

えで、広告会社に提出することが望ましい（以下、留意事項２）。 

参照：「放送確認書発行ルール」P.43 

広告主、広告会社名、発行年月日の記載に誤記があった場合は、放送確認書に「識別マーク」を付けて正

しく訂正し、理由書を添付して一度発行した放送確認書と識別できる放送確認書を発行する。 

P.44  ※下線は民放連業務部による                           

「識別マーク」について 

識別マークの表記方法は、本来の放送確認書発行システム、あるいはパソコン等の作成の中で機械的に印

字されるものだけでなく、スタンプ等による押印によるもの、どちらでも可とする。 

識別マークの表現内容は、原則として「訂正発行」「再発行」とする。理由書などの文書には、発行責任者

の押印が必要である 

 

２．契約名の誤記 

→①別紙、または②（任意で）訂正発行した放送確認書および理由書 

※ ①の場合は留意事項２、②の場合は留意事項１および留意事項２を確認する 

参照：「放送確認書発行ルール」に関する業協の要望および民放連の対応について(周知)(2014.５.30) 

◇放送確認書に「契約名」を記載し、それに誤りがあった場合は、正しい記載内容を『別紙』により広告会

社へ提出する。 

◇なお、現状すでに別紙以外での対応（例：訂正発行）を行っている場合は、引き続き同様の対応をするこ

とも可とする。 

 

 

 



 

 

３．放送内容（番組名・放送日・時間・ＣＭ素材名等）の誤記・未記載・放送指示データ

との不一致 

→理由書 

※ 留意事項２を確認する 

参照：「放送確認書発行ルール」P.44 

＜訂正発行しない放送確認書＞ 

放送確認書の番組名、放送日、放送時間・放送時刻、ＣＭ秒数、ＣＭ放送枠、枠区分（ＳＢ及びＰＴ表

示）、タイムランク、ＣＭ素材の内容に誤記載及び未記載が発生した場合、放送局は正しい記載内容と誤記

載の理由書を広告会社へ提出し、訂正した放送確認書の発行はしない。 

 

４．放送確認書の紛失・未着・損傷・広告主からの発行要請 

→再発行した放送確認書 

※ 留意事項１を確認する 

参照：「放送確認書発行ルール」P.44 

＜再発行＞ 

広告主又は広告会社が受け取った放送確認書を紛失した場合や、広告主からの要請（一部の官庁では確認

書２通を毎回要求）により放送確認書を再発行する場合は、広告主又は広告会社からの文書による依頼をも

って、再度発行した放送確認書（現存の放送確認書のコピー、控えのコピー、本来の放送確認書発行システ

ムによる再発行も可）に「識別マーク」を付けて、一度発行した放送確認書と識別できる放送確認書を発行

する。 

 

５．放送確認書が作成できない場合 

→別紙 

※ 留意事項２を確認する 

参照：「放送確認書発行ルール」P.４ ※下線は民放連業務部による 

【補足】放送確認書発行と放送事故等との関連について 

・  放送事故その他何らかの理由でＣＭが放送されなかった場合、または機械的照合が不可能だった場合は、

放送結果データが生成されず放送確認書に記載されない。また、「ＣＭが放送されなかった事実」について

は、放送確認書の記載事項ではない。 

・  マルチチャンネル編成などで放送が複線化し、そのいずれかにＣＭの放送事故等が発生した場合、放送

確認書のみでは事実関係の把握が難しくなる。 

・  上記のような場合には放送確認書とは別の文書で広告会社・広告主に連絡する。 

 

以 上 


